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資料４－２ 震災復興模擬訓練の事例

１ 実施場所 目黒区目黒本町・原町地区

２ 実施時期 18年10月～19年1月 （5回）

事前説明 18年10月3日 22名
第１回 ガイダンス・まちあるき 18年10月29日 44名

第２回 避難所から復興を考える 18年11月26日 40名

第３回 仮設市街地を考える 18年12月17日 35名

第４回 復興まちづくりを考える 19年1月13日 48名

資料作成：仮設市街地研究会・地域計画連合・首都圏総合研究所

３ 参 加 者 １0町会 延1８９名

復興まち

づくり訓練

まち 被害発生
被 災 地

避難所

仮設
市街地

復興
（本設）

避難所運営
協議会

地域復興
協議会

新しい
地域
社会

市街地≫

組 織≫

発災

･･･

時間軸

震災復興まちづくり訓練の位置づけ

避難所から
復興を考える

事前説明会 ガイダンス
まち歩き

第1回 第2回 第3回 第4回

仮設
市街地を
考える

復興
まちづくり
を考える

1



2

第１回 ガイダンス・まちあるき

・震災復興の考え方、訓練の意義・全体像を理解する
・災害マップをつくり、まちの課題と資源を把握する

第２回 避難所から復興を考える

・具体的な復興のイメージを理解する
・避難所段階で復興のための組織を考える

第３回 仮設市街地を考える

・仮設市街地のあり方を考える

・仮設住宅を確保するための方策を考える

第４回 復興まちづくりを考える

・復興まちづくりのテーマや計画のイメージを考える

・訓練全体の成果を理解し合う

目黒本町・原町地区の位置

目黒区ホームページより
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建物倒壊危険度 火災危険度

避難危険度

●地区全体では、火災危険度と
避難危険度が高い

目黒本町・原町地区の地域危険度～各項目

地区の総棟数 3,644棟

目黒区の総棟数 47,750棟（被害想定より）

区部直下地震が発生

訓練における建物被害の想定

【地 震 規 模】 マグニチュード 7.3／震度６弱

【地震発生状況】 冬の夕方午後６時ごろ
北北西の風、風速６ｍ／秒程度

【地 区 人 口】 13,945人、7,550世帯
(※内65歳以上の高齢者は3,210人 23％)

建物総棟数 3,644棟

全壊 46棟 半壊 118棟

＝0.08

を、目黒区の建物倒壊想定数に乗じて計算

焼失
800棟

無被害
1880棟

一部倒壊
800棟

22%

22%
52%

3%1%

3



4

訓練における自宅外避難者の想定人数

避難生活前期 避難生活後期

在

宅

者

避
難
所

疎
開

地
区
外
応
急
仮
設
住
宅
等11,019人

79%

1,902人
14%

1,024人 7% 697人 5%
418人 3%
1,673人
12%

418人 3%

11,156人
80%

一部倒壊

1,880棟
52%

800棟
22%

118棟
3%

46棟
1%

800棟
22%

全壊

半壊

焼失

無被害

発災
被害状況 1 週 間 後 ～ 1 ヶ 月被 災 直 後 ～ 1週 間

目黒区 区部直下地震
の被害想定より算出

阪神・淡路大震災 神戸
市長田町の事例より算出

仮設住宅への転出

既存住宅の応急修理
店舗・事業所の修復／仮設店舗の開店

避難所生活から復興へのながれ

避難生活前期 避難生活後期
復興
胎動期

本格
復興期

6ヶ月以内1ヶ月以降1 週 間 後 ～ 1 ヶ 月被 災 直 後 ～ 1週 間

発災

仮設住宅への入居入居者募集・選定 入居手続き

人口／
13,945人

世帯数／
7,550世帯

建物棟数／

3,644棟

区部直下地震

避
難

避難所の運営避難所の運営

学校の再開
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【建物の状況】

目黒本町・原町地区における仮設市街地の必要性

870戸
24%

894戸
25%

1,880戸
52%

応急修理

無被害

がれき処理

発災
被害状況

地
区
外
応
急
仮
設
住
宅
等

182戸 5%

688戸
19%

894戸
25%

応急修理

1,880戸
52%

無被害

【地区内の
残留移転状況】

一部倒壊

1,880棟
52%

800棟
22%

118棟
3%

46棟
1%

800棟
22%

全壊

半壊

焼失

無被害

目黒区 区部直下地震
の被害想定より算出

227戸

248戸

213戸

必要戸数 建設可能戸数

120戸
公有地90戸
民有地40戸

182戸
公有地102戸
民有地80戸

仮設住宅

１班、２班
目黒本町5丁目

3班
目黒本町6丁目、碑文谷1丁目

４班、５班、６班
洗足1丁目、原町1丁目、２丁目

阪神・淡路大震災 神戸
市長田町の事例より算出

190戸
公有地32戸
民有地158戸

復興まちづくり計画とは

復興まちづくり協議会
(地区の住民組織)による

地区まちづくり提言
の作成

・まちづくりの目標
・骨格プラン
・方針

住民から区へ提言

住民の視点
による
計画案
の作成

計画の周知
（住民

説明会等）

目黒区
都市復興
基本計画

地区復興
まちづくり

計画

復興まちづくり
協議会は
地区の復興

まちづくりを担う

※目黒区震災復興マニュアルより整理
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地区の都市計画マスタープラン

立会川緑道

補助46号線の整備

向原小学校

参加者の声

• 地域問題についての話し合いの大切さを痛感した。

• 今回のような訓練を回を重ねて行うことで、問題点
を明確にし、具体的な内容を話し合う必要がある。

• 住民と行政が日頃から話し合いをすることが重要。
震災に対する現実感がない分、震災が起きると大変に
なるぞ！どうしたらいいの？と考えるよい機会だった。

• 復興まちづくりは難しいテーマだった。

• 震災復興には、予算の確立と有能で誠実、献身的
なリーダーの育成が何よりも重要である。

※参加者アンケートの自由意見より抜粋
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